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乗馬と読書、音楽に明け暮れた子ども時代 

私は 1962 年にブリュッセルで生まれ 10 歳のころに

郊外の田舎に引っ越しました。幸せな子供時代を過

ごしました。大きな森のすぐ隣に住んでいたので、

多くの時間を屋外で過ごし、森を探索しながら自然

を観察したり、何かを発見したりすることをとても

楽しんでいました。家には常に馬がいましたので、

10 歳頃から乗馬を始めました。馬が年を取って引退するとまた若い馬を連れてきて、

と常に新しい馬を所有していました。屋外で馬の世話をしたり、乗馬したり森で遊んだ

りしていたのです。また屋内では読書と音楽が好きでした。私は常に文学に夢中でたく

さんの本を読みました。主に小説や哲学の本ですが、詩も少しかじりました。海外の文

学を読むのも好きで世界のいろいろな国の偉大な作家を発見することで、本を通して世

界を旅していたのです。それと音楽です。最初にクラリネット、そのあとにサックスを

習いジャズを演奏していました。ジャズにはある種の自由さがあるんです。基本的なメ

ロディはありますが、そこにたくさんの即興が入る。こうした、ミュージシャンが自由

に音楽的テーマを探索できるところが好きでした。 

父は大学の教授で応用経済学や戦略的マーケティング

などを専門としています。母は歴史家で、教師です。

常に物事に疑問を抱き、それを深めていくということ

に重点を置く家庭環境で育ったことは幸運だったと思

います。もちろん非常に豊かな国に生まれ、自分がし

たいと思う勉強ができたのも幸運でした。 

子ども時代 
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権威を嫌った高校時代 

高校時代はあまり良い生徒ではありませんでした。

権威というものを否定していたんだと思います。

当時の私を知る人は私が将来科学者になるなんて

予想もしなかったでしょう。今でも私は何をすべ

きかということを他人に言われたくはありません。

自分で何に興味があるかを自分で判断し決めたか

ったので、制度や慣習に従うだけということを避けたかったのです。でも私は、それは

研究者としてとても重要な資質ではないかと思っています。なぜなら研究者とは常に、

権威やコミュニティによって既に受容されている手段について疑問に思う必要がある

からです。そして自分のやり方を見つけ出すことが大切なのです。 

 

 

 

世界を放浪 

学校にあまり意義を感じていなくて、自分ひとりで行動するのが好きでした。大学にい

くという選択肢もありましたがその時はあまり興味がなくて、それより旅をして世界を

見てみたいと思っていました。それで学校生活が終わると、ヒッチハイクをしてまずア

イルランドに行きました。そこから何か月もバックパックひとつ背負って、アイルラン

ド、カナダ、当時はまだ社会主義国だったルーマニア、それにアフリカやアジア、とに

かく行けるときにはひたすら旅をしていました。チケットを買っては、世界のどこかを

探検していたんです。 

でもあるとき急に気づいたのです、9月が近くなり、大学が始まるときだと。それで私

は大学へ進学することが今の自分のすべきことだと決断しました。それですぐにベルギ

ーに帰国してルーヴァン・カトリック大学に登録しました。1981 年のことです。それ

からは真面目な良い学生となりました。なぜかと言えば、大学進学はただ制度や慣習に

従ったわけではなく自分で選択した道だったからです。 

 

大学で地理学と哲学を専攻 

旅行に役立つのではないかと考えて、大学での主専攻

は地理学を選びました。最初の数年は純粋に科学を学

んでいましたが、それから専門科目として地理学に進

み、同時に哲学も専攻していました。 

当時は二つの専攻を取ることは普通ではありませんで

した。多くの人は科学か哲学のどちらかです。2 科目

を専門的に学ぶのは大変ですからね。私はどちらかに決めることができなかったのです。

旅への興味が進路を決める 
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ブルキナファソでのフィールドワーク 

それで両方勉強してみようと思いました。かなり大変でしたが楽しかったです。こうい

った異なった分野を両立させるというのはすごく興味深い試みでした。 

哲学は非常に論理的な思考に基づいているので、それを学んだことが、今、私が研究対

象に一定の距離を保ち批判的な目を持つことの手助けとなっています。持続可能性に関

する研究でも、哲学で思考を訓練したことで科学や社会における政策の役割に対して論

理的に、厳格に考えることが出来るようになったのだと思います。哲学を仕事で毎日使

っているとは言えませんが、今でも哲学の本を読んだり、哲学の学会に参加したりして

います。それは科学者にとってとても重要な事だと思います。 

 

 

 

地球観測衛星とブルキナファソでのプロジェクト 

1985 年だったと思います。博士課程を勧められたとき、初の地球観測衛星が飛ばされ

た時のプロジェクトに参加しました。それは主に自然の資源、土や植物、岩や鉱物など

を衛星でモニターするもので、新しい試みでした。1950年代から 1960年代に写真が使

われるようになり、飛行機からの写真撮影も行われていましたが、それらの写真は非常

に高価でしたし、10年や 15年ごとの写真しか得られませんでした。でも衛星写真では、

2週間ごとに地上の植生や土の状態などをかなりの精度で提供してくれて、しかもそれ

をコンピューターで分析することができたのです。土地利用の変化を理解する上での大

変革でした。 

私はその中で、衛星から得たデータを使ってアフリカのサヘル地域の人々がどのように

土地を利用しているかを分析することにしました。当時、サヘル地域の砂漠化が問題に

なっていたことがその理由です。特にブルキナファソでは民族ごとに異なる土地利用の

仕方をしていて、その足跡を衛星写真から認識することができたのです。衛星の地球観

測データを使った人類の土地利用における初めての研究のひとつでした。 

 

宇宙からのデータと地上からのデータを融合 

私はまずブルキナファソの衛星データを集めま

した。その後フィールドワークのためにブルキ

ナファソへ向かい、オートバイを買ってテント

をもって２、３か月間その辺りを調査しました。 

フィールドワークは衛星を使うときにはとても

重要です。特に当時はまだ新しい技術だったの

で、衛星画像をどのように解析すればいいのか

まだよくわかっていませんでした。ですから、

「グランドトゥルーシング（ground truthing, 地上検証測定）」、つまり地上から真実

人生を変えた 恩師と衛星 
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カメルーン 2015 

（truth）を集めることが非常に重要だったのです。超高度にある衛星からと、地上で

自分が目にすることを連携させるということです。衛星からのデータは植生や土、岩、

川などしか見ることができず、人々の社会的構造、農業や牧畜のやり方を知ることはで

きません。実際に人と話すことでしか集められない人間の次元でのデータを衛星データ

と融合することで、人間と自然環境のかかわりあいをより深く理解することができるの

です。   

私はどこへ行っても非常に親切に迎えられ、出発時にはいつもお土産として翌日食べる

ための鶏をもらいました。鶏は生きたままくれるので、私はそれをバイクにぶら下げて

次の村へと向かい、そうして毎晩もらった鶏を食べて健康を保ったわけです。おかげで

食べるものには困りませんでした。しかし軍事クーデターが起こって、当時の大統領サ

ンカラが革命軍によって暗殺され、国土全体が混乱に陥りました。私は電話や新聞など

へアクセスすることもできず、何が起こっているのか全く分かりませんでしたが、現地

では地図をもってオートバイで衛星データと共に調査していましたので、まるでスパイ

活動をしているみたいに怪まれたのです。拘束されてしまい最終的には国外追放でベル

ギーに送還され、フィールドワークは終わりを迎えました。 

 

People to Pixels 理論の萌芽 

当時、砂漠が大規模に拡大していると多くの人が確信していました。ですからその仮説

を衛星データとフィールドワークを通じて検証にかけようとしたのです。南方に向けて

砂漠全体が拡大しているという明確な指標を見つけることはできませんでしたが、恒久

的な農業や採水、一部は過放牧によってもともとの土地が劣化し、土壌が劣化している

ことを突き止めました。  

土地の利用がどのように変わっているかを示す衛星からのデータを見る。そしてＧＰＳ

をもってフィールドに入り、土地の管理者のデータをランダムに集める。管理者とは農

家や木材会社、家畜農業従事者などで、彼らにインタビューをして、彼らの教育レベル

などあらゆる形の質問をするわけです。それらの全

てのインタビューはＧＰＳ情報と紐づけられ、衛星

上のデータでこの管理者たちを見つけることがで

きます。「人間（People）」と「ピクセル（Pixels）」

をつなげることにより、人間の行動判断、土地の利

用法や土地の状態、そして自然の生態系との相互作

用への理解を深めることができることを知ったの     

です。 
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恩師アラン・ストラーラー教授との出会い 

1987 年、私が博士課程の学生としてコートジボワールのアビジャンで行われた国際会

議に参加していた時のことです。会議が終わってベルギー行きの飛行機に乗るために空

港に行くと、ボストン大学のアラン・ストラーラー教授がいたのです。彼はリモート・

センシング1 の専門家で、衛星からの情報の解析が専門です。それで私は彼に衛星デー

タと地上データを組み合わせる研究について提案してみようと思い話しかけたのです。

すると彼は博士課程が終わったら自身が教授をしている学部で研究について発表して

みないかと言ってくれました。 

私は博士課程を修了したその日に連絡しました。それで彼の学部でセミナーをしたとこ

ろ、すぐに准教授のポジションをオファーしてくれたのです。ストラーラー教授のおか

げで、私はボストン大学の准教授として衛星リモート・センシングの分野の研究に没頭

することになりました。私は様々な地図を並べて単に景観の変化を識別するのではなく、

そういった変化に地域の植生や土地表面の湿度の変化を関連付ける研究を行い、3年を

費やしました。 

多数のメンターがいる研究室での仕事ができたことは幸せでした。様々な技能を伸ばし

ながら、それを集めて自分の専門となる分野を見出し、科学者としての自分のアイデン

ティティを見つけることができたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1
 リモート・センシングとは、「物を触らずに調べる」技術。人工衛星に専用の測定器（センサ）を載

せ、地球を調べる（観測する）ことを衛星リモート・センシングという。衛星に搭載したセンサは、地

球上の海、森、都市、雲などからの反射や、自ら放射する電磁波を観測し、森林伐採や砂漠化の状況、

地表や海面温度の変化、地表の高低、雲や水の状況を得ることができる。（参考：一般財団法人リモー

ト・センシング技術センター） 
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ブータンの衛星画像 

 

環境問題解決を志す 

1993 年にはイタリアのイスプラにある共同研究センターのリモート・センシング・ア

プリケーション研究所に移りました。 

私がこの研究を続けてきた大きな動機は、そもそもは世界中を旅する機会があるからで

した。でも先輩たちと仕事をし、衛星データを解析する中で、この惑星には非常に急速

な変化が起こっている事を理解しました。その時、私たちは非常に緊急を要する環境問

題を解決する方法を探っているのだと理解したのです。それはこの惑星に人間による負

荷が少しずつ可視化されていった時のことです。それまでは、どちらかというとテクノ

ロジー的な側面にあった私の興味は、この惑星の変化の 

プロセスを理解し、問題の解決に向けてその知識を活用する方向へと向かっていったの

です。 

 

 

 

森林破壊などの環境問題研究 

1995 年からは母校ルーヴァン・カトリック大学で教鞭をとるようになりました。私は

現地で生活する人たちへのインタビューを通して収集した社会経済的なデータと地球

観測衛星によって測られた衛星データをつなげようとする People to Pixels 理論の研

究を深めることにしました。 

地球観測衛星ランドサットからの情報ですが、例

えば、ヒマラヤの王国ブータンにおける、緑色部分

は森林の範囲、ピンクの部分は樹木が完全に燃やさ

れたところです。時系列の画像を重ねることによっ

て森林破壊や再森林化といった森林の変化を検出

することができます。そのうえで研究者は GPSをつ

けてフィールドに出て、それぞれの部分を地上で再 

検証しその変化を導いている過程は何なのかを

見出そうとします。その国の統計データに頼るとき

もありますが、そういったデータは集約されたものが多いんです。例えばひとつの地方

やコミュニティ、行政地区などの規模で集約されていて、私たちの研究で必要な形では

集約されていない。土地利用方法の決断を下す個々の人間のレベル、つまり農家や企業

ですね、そのレベルのものが必要なのです。そういったデータを収集するにはやはり自

身の足でその地に行って、直接関係者にインタビューするしかありません。これらのデ

ータを分析することで、起こっている全ての変化の過程を詳細にマッピングすることが

できるのです。 

衛星データと社会経済データによる土地利用変化の分析 
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ブータン 2011 

 

LUCCによる土地利用変化の研究 

1999年に立ち上げた LUCCとは、The Land-Use and Land-Cover Change Project (土地

利用及び土地被覆変化研究計画)のことで、いかに人間が土地を変化させているかにつ

いて、またその変化による影響などについて研究をしている科学者たちの国際的なネッ

トワークです。私たちはそれぞれ世界の異なる場所で異なった事例研究をしていたので

すが、そこにネットワークやコミュニティを構築し、アイデアや手法を交換して協力す

ることで、お互いに利益を享受できることに気付いたのです。それが LUCC 設立の理由

です。 

私はその広範囲に及ぶ国際ネットワークの委員長を 7年間務めました。私のキャリアの

中でもとても興味深い経験でした。そういった研究に関わっている中国や北米、アフリ

カ、南米といった世界中の科学者たちと毎日接触するのです。目的は、そういった様々

な場所で行われた個別の事例研究から、何かしらの重要な教訓を抽出することでした。

例えばインドネシアで森林破壊について研究する人がいたとして、同様の研究をまたブ

ラジルやグアテマラでもやっているとします。そういった異なる地域間においても、森

林破壊の要因の中には共通の要素があるかもしれません。もちろん事例ごとに特有の要

因もあります。同じ目的の個別の事例研究をワークショップや会議、系統的な比較分析

などを通して一つにまとめて、共通の教訓を得るのです。それによりグローバルな規模

で土地利用変化についての研究を深めることが可能になりました。 

 

森林破壊の原因解明に貢献 

例えばベトナム、ブータン、コスタリカ、中国などいくつ

かの発展途上国では、部分的な森林伐採から部分的な再森

林化へとシフトしてきています。私たちはそれぞれの国の

データを統計的に分析し、一体何が森林破壊を反転させる

要因となるのかを調べました。すると、予期せぬことがわ    

かりました。自国の森林を保護し森林破壊の問題を解決し

た国の中に、他国からの木材と農産物の輸入量が増加している国があったのです。森林

破壊のオフショア（域外化）です。森林破壊は、従来考えられていたような人口の増加

だけがもたらすのではなく、組織の変化や経済状況により発生するのです。 

この発見がもたらした事実は、一国が土地利用に関する良い政策をとるだけでは森林保

護にとって不十分であり、経済のグローバル化と土地利用について解明する必要がある

ということです。どのような農産物や木材製品のグローバル・サプライ・チェーンのガ

バナンスがあれば、より持続可能な土地利用を促進できるのかを分析しなければならな

いのです。 
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持続可能な土地利用の提言 

以来、私がもっとも関心を持っているのは、持続可能な土地

利用のための解決策の規模を拡大することです。この5年間、

私は持続可能な土地利用を推進する公的政策の有効性につ

いて深く研究してきましたが、一番大切なのは土地の民間企

業による管理だという考えにいたりました。そこで私たちは、

持続可能な土地利用方法を促進させるために、土地を守るた

めの政府の政策を提言するだけでなく同時にエコ認証とい

うシステムを通じた民間の土地利用管理の評価を始めてい

ます。企業がそのサプライチェーンにおいて、森林破壊を減

らそうと努力しているかどうかを評価するのです。例えば木

材商品へのエコ認証システムは有用です。いくつかの巨大企業がコミットしたことによ

り、昨今では供給網がよりサステイナブル（持続可能）になっています。そういった解

決策が形づけられ、試され、成功しているのですが、彼らの市場シェアはまだ非常に小

さく、その影響は一定のセクターの中で 2 パーセントから 20 パーセントといったとこ

ろです。真剣に森林破壊や生態系の消失、気候変動などを大幅に変えたいのであれば、

私たちはそれを 80 パーセントまで上げていかなければなりません。ですから、そうい

った拡大策を促進するにはどういうメカニズムが必要なのかを考えなければいけませ

ん。これからも私たちは常に新しいアイデアを発案し、それぞれが異なった場所で研究

し続けて行く必要があります。私は非常に優秀なチームに恵まれていて、多数のポスド

クや博士課程の学生が、こういったプロジェクトに深く関与してくれていて、多くの時

間をフィールドで過ごしてくれています。そうした努力の積み重ねによって、私たちの

チームはさらに新しいアイデアを探求することができるのです。 

 

【環境保護に向けての啓発】 

自然と人類と幸福 

2009年、私は「幸福のエコロジー」という本を出版しました。もと

もと、自然は私たちに何か良い事をしてくれているという直感的な

ものはありましたが、本を書くにあたり、かなりの調査をしました。

そして実は心理学、社会学、地理学などの多数の文献の中に、非常

に強力な経験的証拠によって示されていたのが、例えば、あなたが

自然の景色が見える病室にいる場合と、レンガの壁などが見えるだ

けの病室にいた場合、自然の景色が見える病室にいた方がそうでな

地球規模での持続可能な土地利用をめざす 
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い場合より、痛み止めが少なくて済み、治癒がもっと早まるということがあるそうです。

こういった事例は様々な状況で再現されており、自然が幸福と健康に大きく貢献をして

いることがわかります。 

我々は都市社会に住む前はもともと狩猟採集の生活をしていましたから、人類はその起

源により自然と非常に深くつながりを持っているのです。バイオフィリア（生物の自己

保存能）という仮説があるのですが、それは私たち人間は、狩猟採集時代の祖先から遺

伝子で受け継がれた性質があり、そのために自然に対して親しみを持っているというも

のです。ですからサバンナや森、また美しい自然環境に向かうことは、私たちにとって

は家に帰るようなものなのです。 

本を出版した当時、持続可能性についての議論が、主に大災害を予防することや、持続

可能性のために何かを犠牲にしなければならないという方向性であったことに非常に

不満を抱いていました。そういった議論はごく少数の人口で構成された社会や、自分の

暮らしを他人や地球の未来の世代のために変える心づもりがある人たちの間ではうま

く機能しますが、重要なのはそれとは異なった大半の人々の方だということに気がつい

たのです。そこで私は、皆が、もっとサステイナブルな行動をするべきで、なぜならそ

れは自分たちにとってもいい事だからだ、という論拠を探そうとしたわけです。自然を

守ることは私たちの幸福に貢献することであり、健康や安全、その他たくさんの事に貢

献することだ、と。それで本を書こうと考えて、自然がいかに人々を幸福に、より健康

にするかを研究したのです。 

 

最良のアドバイザー 

私が書く本の最初の読者はいつも妻と 2人の娘です。娘二人はサステイナビリティに関

連した分野で働いていて、一人はより人権サイドで、もう一人は持続可能な経済の分野

で仕事をしています。彼女たちはいつも率直でよい意見をくれます。妻はビジネスの世

界にいるので、非常に実利的で物事に対する感覚が鋭いので、彼女の直感を信じること

が多いですね。彼女たちは細かい部分や議論に対していろいろな意見を持っていて、そ

のおかげで私は原稿を書きながら内容を改善して行くことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
奥様と 2 人の娘さん 
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【未来に向けて】 

「土地利用」を扱い続ける理由 

この分野の研究は、現在人類が直面している多くの問題に関連していて、社会に非常に

大きな影響を持っています。土地利用は地球の環境変化の大きな要因の一つです。地表

を変化させることにより、陸上システムを通して二酸化炭素が排出され気候に影響を与

え、土地利用方法と深く関係している生物多様性や水の循環、食料生産や数々の疫病な

どに、直接的な影響を与えます。ですから土地利用というのはとても、ある意味人間の

活動と自然のエコシステムが密接に相互作用を及ぼしあう中心点なのです。また土地利

用というのはとても複雑なシステムで、自然の生態系全体が社会システムと影響しあっ

ています。私は地理学者として、そのような極度の複雑性を持つ研究対象に魅せられ続

けているのです。 

メッセージ

現在、人類は自らが敷いた軌道の危険性を理解しています。解決策はすでにわかってい

ます。解決策はすでに研究・調査されていて、すでにいくつかのコミュニティや国、企

業などで施行され成功を収めています。ここから一番大変なことは、この既に存在して

いる解決策をいかに拡大して、系統的な変換を引き起こすことができるかです。それは、

解決のために新たな発明を求めることとは全く異なる問題です。すでにある解決策を、

世界の経済システムの軌道を真に転換するレベルに適用させるメカニズムは一体何な

のか。ひとつはそういったイノベーションを公的な政策に取り込んでいくこと、それに

よっていくつかの新しい取り組みを義務化することができます。次に民間セクター、巨

大企業がそういったイノベーションを取り入れること。なぜならそこには非常に長い供

給網が存在するため、企業によって採択された基準、行動規範はそのサプライヤーやサ

プライチェーン、さらには消費者に対しても課されることになるからです。3 つ目は、

社会的なプレッシャーによって社会的規範を変えること。社会的なプレッシャーによっ

てある行動は賞賛され、それ以外は却下されるようになるということです。それら 3つ

のやり方を進めることによってのみ、私たちがすでに知っていて、いくつかの場所です

でに施行されている解決策をアップスケールすることができるのです。 

子供たちへの大切なメッセージは、まず希望を持ち続けること。世界は変わってきて

います、それも早いスピードで。私たちは皆そのために力を尽くし、自身の行動をそれ

に適応させなければなりません。でも最後には大きな可能性へとつながるチャンスはあ

ると思います。また、持続可能なだけでなく公平で、20 世紀のような物質主義的では

なく、文化精神的で社会的なつながりに重みを置いた価値観に基づいた、大きな幸福を

もたらす社会を作り出してほしいです。 


	空白ページ
	空白ページ



